
 

 



モラリティ・インプルーブメント推進事業とは、子どもたちの道徳性を育んで行く中で、

確かな自立へ導き、社会（公共）に貢献できる人づくりを社会全体で協働して取り組んでい

こうとする事業で、姶良市子育て基本条例を具体化するもので、平成 24 年度から始まりま

した。 

本事業は、『学校における道徳教育の充実・推進』、『学校・家庭・地域の三者協働による

道徳教育の推進』を２つの柱として、以下のような取組を実施しています。

本誌では、「ことばのいずみスピーチコンテスト」や「ハートフルメッセージコンテスト」

の優秀作品を紹介しています。 

「ことばのいずみスピーチコンテスト」は、「あいさつ」「規則の尊重」「感謝の心」「郷

土愛」「夢・志」をテーマとして、小学校５・６年生、中学校１・２年生、高等学校１・２

年生を対象に作文を募集しました。第１次審査で優秀作品に選ばれた 11 名が 10 月に行わ

れた「ハートフルあいらんど」の中で、最終スピーチを行ってくれました。どの児童生徒

も自分の思いを精一杯伝える素晴らしい発表をしてくれました。その中で、最優秀賞に選

ばれた３作品を掲載しています。 

また、「ハートフルメッセージコンテスト」は、姶良市内に

在住の 18 歳以上の方を対象に感謝の気持ちを表現した手紙

を募集しました。どの作品も、大切な方への感謝の気持ちが

あふれる素晴らしい作品ばかりでした。その中の５作品を掲

載しています。 

作者の思いがみなさんの心にも届いたら嬉しいです。 

学校での取組を充実・推進させるために･･･ 

 

 

 

学校・家庭・地域が協働して 

子どもたちの道徳性を高めるために･･･ 
指導力を高める研修会の実施 

◎学級経営研修会 

◎道徳教育推進教師研修会 

学校・家庭・地域が、協働して子ども
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取組が必要かを考える協議会の設置 
道徳授業を充実させる 

指導方法や教材の開発 
 ◎

研究実践校による家庭・地域と協働した取組の推進 
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 みなさんは、「ゲートボール」と聞いて、何を思い浮かべますか。多くの人は高齢者が行うスポーツを思
い浮かべるかもしれませんが、ゲートボールは、年齢の制限なく、だれにでも楽しむことのできるスポーツ
なのです。私は、三年生のころからゲートボールを始めて、今年も埼玉県熊谷市で行われた「全国ジュニア
ゲートボール大会」に出場しました。昨年に続き二回目の出場で、私はチームのキャプテンを務めました。
しかし、全国大会のような場に立てるのは、私の力だけではなく、たくさんの方々が関わってくださってい
るからだと改めて思いました。 
 私が、ゲートボールを続けている理由は二つあります。一つは、大きな目標である全国大会に行くまで
に、たくさんの方々と交流できるからです。もう一つは、他のスポーツにも言えることですが、練習すれ
ばするほど上手になれるからです。私は、弟と二人で祖母の家で練習するのが一番好きです。 
「カツーンッ。」 
 ボールにタッチするときの、この音が心地よくて好きです。そして、何より楽しみなのは、祖父母との
会話です。鹿児島弁が飛び交います。 
「ロープに引っかかんなさんなよ。」 
「はんとくっど。」 
 同級生や若い人たちと話すときとはちがう雰囲気が、なぜか落ち着きます。ときには、耳の聞こえにく
い人の近くに行って、身振り手振り、まるでジェスチャーゲームのように、大きな声で、指示を伝える祖
母の姿も新鮮です。 
 このような楽しい会話をしながら練習するゲートボールですが、試合の前の練習になると、少し雰囲気
が変わってきます。 
「ボールふむときは、上からふみなさいよ。」 
「スティックを振るときは、わきをしめてね。」 
 祖母の、的確なアドバイスも、私たちの技術向上には欠かせません。うまくいかないときには、 
「よかよか。ボールの芯を見て打っているから大丈夫。」 
という祖母の声に励まされます。このようにして、私と祖母は、ゲートボールという共通のスポーツを通
じて、より強くつながっています。そして、一緒に練習をしてくれるチームの人たちや、世代をこえて支
えてくださっている方々のおかげで、私は全国大会に進むことができたのです。 
 予選は、一敗はしましたが、みんなからの声援を受けて、何とか平常心でのぞむことができ、いよいよ
トーナメント戦へ。これまでの練習のことや、祖母の言葉を思い出しながら一戦一戦集中しました。球の
中心を見て。これが当たれば、勝てるかも。一打に思いをこめました。二位との差は六点。 
「見事優勝しました、霧島クラブジュニア。」 
司会者の声が会場に響きます。その場では実感がわきませんでしたが、たくさんの人から 
「おめでとう。」 
と言われて、うれしさがこみ上げてきました。 
 私たち子供と一緒に、試合に出てくださる方々や技術を教えてくださる様々な年代の方々、たくさんの
人に支えられてきたからこそ、私は「ゲートボール」を続けることができているのです。改めて感謝です。 
 次の試合は、世代交流という様々な年代の方とチームを組むという条件の大会です。私や祖母、弟も参
加します。それまで、また、練習あるのみです。メダルを取ることももちろん目標ですが、まずは、いつ
ものチームワークで、頑張ることが一番だと思っています。私が「ゲートボール」を通して学んだことは、
技術だけではありません。礼儀やマナー、人とのつながりの大切さ。たくさんのことを、世代をこえて教
えてくれる「ゲートボール」が、私は大好きです。 



清々しい朝に元気なあいさつを交わします。笑顔であいさつをすればまた、笑顔も返ってきます。あい
さつは皆が笑顔になる一番簡単な方法だと思います。あいさつはこれからも大切にしていきたいです。 

 僕は、小学校中学年までは緊張してしまい、知らない人にあいさつをするということがとても苦手で

した。自分からあいさつをするなんてとてもじゃないけれどできませんでした。相手からあいさつをさ

れても小さい声で下を向いて返す。そのような状態であいさつなんて好きにはなれませんでした。そん

な時、友達に誘われて地元の少年団でサッカーを始めました。監督やコーチに会うと、必ずあいさつを

しなければなりません。あいさつが苦手な僕にとって、それは厳しい練習よりも嫌で辛いものでした。

試合などでも他チームのコーチにもあいさつをしなければならないので、試合に行って他のチームの人

に会うのも嫌でした。そんな僕でしたが、六年生でチームのキャプテンになると、チームを引っ張らな

ければならないという自覚をもち、プレーやかけ声はもちろん、サッカー以外の、人としての礼儀やあ

いさつの部分も皆の手本となれるように努力しました。いざ思い切ってあいさつをしてみると、知らな

い人でも笑顔であいさつを返してくれて、なんだかとてもほっこりしました。あいさつをしても返して

くれない人がほとんどだろうと勝手に思い込んでいた僕は、意外にもあいさつを返してくれる人が多い

と知り、驚きました。今までしたくなかった他チームの人にもあいさつをしてみると、それをきっかけ

に仲良くなり、友達を増やすこともできました。ですが、登下校中に中学生のあいさつを見ると、語先

後礼が徹底されており、大きな声であいさつをしていて、とても衝撃を受けました。あいさつに自信を

もち始めていた頃で、自分のあいさつは完璧だろうと思い込んでいたので、中学生のあいさつを見て少

し落ち込みました。ですが、それ以上に中学生のあいさつに対する憧れが生まれました。それからは、

自分のあいさつに足りなかったしっかりとした礼を心がけるようになりました。先生にもあいさつを褒

められ、あいさつをすることがどんどん得意になっていきました。小学校を卒業し、中学生になりまし

た。中学校では廊下で先生方とすれ違うとあいさつをしなければなりません。小学校では先生方とすれ

違ってもあいさつをするということはなかったので、小学校に比べるとあいさつをする回数はやはりと

ても多くなりました。校内にたくさんいらっしゃる先生方にすれ違うたびにあいさつをするのは、最初

は面倒だなと思うことのほうが多かったです。ですが、面倒だなと思いながらあいさつをすると、語先

後礼が雑になってしまったり、声が小さくなってしまったりしました。そんな時に先生に 

「語先後礼ができていないんじゃないか」 

とあいさつを注意されてしまいました。面倒だとは思っていましたが、しっかりあいさつはしているつ

もりだったので、なぜあいさつの質が低くなってしまったのか分かりませんでした。今の自分のあいさ

つに何が足りないのか考えたときに頭に浮かんだのは、あいさつに対する気持ちでした。少し前までは、

あいさつを楽しんでいたのに、今では面倒だと感じてしまっています。原因はこれかと思い、一度心を

入れ替えて楽しい気持ちであいさつをしてみました。すると以前注意された先生にもあいさつを褒めて

もらえました。この時僕はあいさつは姿勢や礼儀ももちろん大事だが、それと同じくらい楽しく笑顔で

あいさつをすることが大事なのではないかと思いました。自分が笑顔であいさつをすれば、自然と相手

も笑顔になる。あいさつは自分も相手も笑顔になれる笑顔の魔法なのではないかと思いました。 

 あいさつのことについて考え、これから僕はあいさつの姿勢や礼儀はもちろん大事にして、それと

同じくらい笑顔で楽しくあいさつをすることも大事にしたいと思いました。先生方や友達、地域の人

たちに笑顔の魔法をかけるだけでなく、笑顔の魔法のかけ方やメリットについても広めていきたいと

思いました。 



私の夢は、社会福祉士である。中学時代まだ夢について迷いがあり、姉が福祉の仕事をして

いたので、人を助ける仕事に就きたいと思っていたが、具体的に何になりたいのか決まってい

なかった。そんな時に、テレビで社会福祉士の存在を知り、興味をもった。悩み事を抱え込ん

でいる方の話を傾聴し、これからどのように暮らしていくのかを一緒に考えて最後までサポー

トをしているのを見て、私もこんな仕事がしたいと思った。社会福祉士について詳しくし調べ

る中で、福祉のすばらしさを感じ、どれだけ日常生活で大切な役割を果たしているのかを知っ

た。もっと深く福祉を学びたいと思い、龍桜高校を選び、福祉を学びながら介護福祉士の資格

を取ることができる医療福祉科に入学した。私がなぜ介護福祉士の資格が取れる学校を選んだ

かというと、私の祖父は癌を患っており、年々体力が少しずつ低下している祖父のサポートを

したいと思ったからである。授業では福祉の知識や技術を学び、実習では実際に施設に行き高

齢者や障がい者の方と接する中で、思いを汲み取って行動することやコミュニケーション技術

を学ぶことができる。 

 私は老老介護、ヤングケアラー、高齢者や児童虐待という現実があることを知り、その中で

苦しんでいる方がいることにとても心が痛んだ。そのような方に迅速な対応とケアを行いたい

と思い、本当にサービスを必要としている方が制度を詳しく知らなかったり、十分に制度を利

用することができなかったりする方にも目を向け、その方の力になりたいと思うようになった。 

 人が人を支えるということは素晴らしいことである。福祉は時として家族以上に親密に寄り

添い、一人一人の気持ちを汲み取りながらよりよい生活環境を提供することができる。また、

最期を少しずつ迎えている方の人生を良いものにできるように精一杯支援することもできる。 

 私が社会福祉士として人のために役に立つことができるように日々勉学に励み、知識を身に

付けながら、まずは一つ目の目標の介護福祉士の資格を取得し、二つ目の社会福祉士の資格を

取得するという目標を達成したい。社会福祉士として働く際には、相手の気持ちや思いを傾聴

してその人に合った最善のサービスを提供し、安心して生活を送ることができるように最後ま

でサポートを行えるように心がけたい。また、福祉制度を知らずに悩みを抱えて生活している

方や家族、介護で困っている方などまだまだたくさんいらっしゃるので、そんな方に福祉につ

いて知ってもらえるように、私は福祉をいろんな場所へ広めていきたい。一人でも多くの人を

助けられるように、最後まで一緒に悩み事と向き合えるように、その人、一人一人に合ったサ

ービスを提供できるようになりたい。そして、周囲の方から信頼され「あなたに相談してよか

った」、「あなたのおかげで助かった」と言ってもらえるような存在になれるように頑張りたい。 

 今後、福祉サービスが充実して必要としている方に必要なサービスを提供できるような環境

と将来、私が歳をとり福祉サービスにお世話になるころには、福祉の仕事をしている方々が今

より更に働きやすい環境になることを願っている。私はただひたすら目の前の目標に向かって、

夢を絶対に実現するためにこれからも努力し続ける。



 

約 19 年前にお母さんはあなた達を 22 歳で産みました。どちらかと言うと若く

で産んだこと、初めての子供なのに双子であること、きっと周りから『若いお母

さんだから』等と言われたくなくて、とても厳しく育てたと思います。 箸や鉛筆

の握り方、他所のお家にお邪魔した時はもちろん自分の家にあがる時でも靴を揃

える、挨拶の仕方等々....。今となってはお母さん自身が恥ずかしい思いをしたく

ないが為だったんだなと、厳しく育てたことを反省したりします。 きっとあなた

たちは、口には出さなかったけど『クソババア』と思ったこともあったでしょう。 

でも 19 歳になった今『お母さん一緒に買い物行こう』とか『ご飯食べに行かな

い？』とか友達みたいな母娘でとても楽しいです。 凄く厳しく育ててしまったの

に、お母さんのことを嫌わずにいてくれてありがとう。 お母さんの双子の娘とし

て 2 人で生まれてきてくれてありがとう。  

あなた達（下の妹も含めて）の存在にただただ本当にありがとうです。

 

一人で迎える正月も１８回目になりました。私、今年は年女ですよ、覚えていま

すか？ あの時独身だった息子も今は２人の子の父親です。年々あなたに似てきま

した。私は一人での暮らしにもすっかり慣れ、元気に暮らしています。毎日孫がお

ばあちゃんと言いに来ますよ、羨ましいでしょう^_^  ちょっぴり大変なこともあ

りますが可愛い孫たちです。今日は私の感謝の気持ちと近況を知らせたくて手紙を

書きました。 元々口数も少なく静かな貴方だったから今でも帰って来るような気

がします。でも待っても帰って来ない所を見るとそっちはいい所なんでしょうね。

私は友達や子供たち、孫たちに囲まれて楽しく幸せに暮らしています。なので迎え

に来るのはもう少し後にして下さい。必ず会いにいきますから。でも、すっかりお

ばあちゃんになった私を間違えないようにして下さいね。 

                                妻より



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20 歳になりましたね。一度は県外に行きなさい、と背中を押しては見たけど、

いざ離れると寂しいものね。君が小さい時から野球をする姿を見るのが楽しみだ

ったけど、私のキャラは誰もが認める「怖い母」。本当は他のお母さんたちみたい

に抱きしめたり、優しい言葉をかけたりしたかったけど、ずっとキャラを貫いてし

まったのよね（笑） 野球の試合で打てなかったりした時に、かなり怒鳴ったりし

たけど、それでも頑張る君は私の誇りでした。高校まで野球を楽しんだなあ。離れ

てから、母の日や誕生日にプレゼントを送ってくれて、どれだけ嬉しかったか。厳

しい母だったと思うけど、君が生まれた瞬間、この子は絶対守る！と心に決めたの

よ。人生、山あり谷ありだけど、姶良に帰りたくなったら、いつでも帰っておいで。

母はずっと君のお母さんです。 立派な 20 歳になってくれてありがとう。 

                                母より

 

いつもありがとう。言葉で伝えるのは少し

恥ずかしいので手紙を送ろうと思います。  

これまでいっぱい迷惑かけてごめんね。学

生の時はお母さんに言われたことに対して、

反発したり無視したりすることが多かった

と思います。僕がこうして大人になれたの

は、お母さんが子供の時にちゃんと叱ってく

れていたからだと思います。いつも家事や仕

事で、朝早くから夜遅くまで頑張ってくれて

ありがとう。休日くらいはゆっくりしたいは

ずなのに、僕の部活動の練習や大会でお母さ

んの休む時間を奪ってしまってごめんね。今

思えば大会でいい結果を残せた時はいつも

お母さんの応援がありました。お母さんの声

援や拍手は、僕の力をいつも以上に引き出し

てくれていたのだと思います。お母さんには

返しきれないくらいの恩があります。これか

ら少しずつでも返して行きたいので頑張っ

て⾧生きしてください。僕を産んでくれて、

育ててくれて本当にありがとう。 

 

お母さん 17 歳のあの時 沢山、沢山、 心配掛
けてごめんなさい。 お母さん 18 歳のあの時 本
気で叱ってくれてありがとう。 お母さん 19 歳の
あの時 何も言わずに ただただ寄り添ってくれて
ありがとう。 そして 成人を迎えたあの時も、私
は 「ありがとう」と、感謝の気持ちを ちゃんと
言葉で伝えられていない気がする。  

お母さんが 私のことを忘れてしまった今、 お
母さんを目の前に あの時の ありがとうの場面が 
次々と出てくるんだ。 毎日お弁当を作ってくれて 
ありがとう。 体調が悪いとき 温かい湯たんぽを
寝てる布団に こっそり入れてくれてありがとう。 
毎朝、靴を綺麗に磨いてくれて ありがとう。 ハ
ンカチに キレイにアイロンをかけて 持たせてく
れてありがとう。 認知症により 色々と変わりゆ
くあなただけど 大好きなお母さんに変わりない。 
私を産み育ててくれたお母さん。 誰よりも強く優
しいお母さん。言えなかった 沢山のありがとうを
言わせてね。あの時はありがとう。今までもあり
がとう。そしてこれからも ありがとうで溢れる
日々を 一緒に歩んでいこうね。 

ありがとう。 大好きなおかあさん。 



 

 


